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肢体不自由児に対する教科指導のあり方と自立活動の指導

I. はじめに

平成21年3月に特別支援学校の学習指導要領等が告示

され，移行措置，先行実施期間に入った。特別支援学校

学習指導要領では，小中学校と同様の改訂に加え，さら

に，障害のある子ども一人一人の教育的ニーズに応じた

教育や，支援の充実の二点について強調されている。

一人一人の教育的ニーズに応じた教育の充実について

は，指導計画作成の手順について， より明確な手順が示

され， 自立活動だけでな<,すべての児童生徒について

各教科等にわたる「個別の指導計画」を作成することと

なった。さらに，肢体不自由特別支援学校に対する「各

教科等の指導における配慮事項」においては，学習時の

姿勢や認知の特性等に応じて，指導方法を工夫すること

が加えられている。認知の特性に関して言えば，各教科

のみならず， 自立活動の内容である「環境の把握」にも

新たに項目として付け加えられている。

支援の充実に関しては通常学校の学習指導要領の総

則においても特別支援学校の活用が明記され，要請に応

じて，児童生徒だけでなく教育を担当する教師等に対し

て必要な助言又は援助を行い，特別支援教育のセンター

としての役割を果たすよう努めなければならない。今回

の改訂によって特別支援学校はこれまで以上に，通常学

校の支援に際して専門的な知見を求められ，「個別の指

導計画」作成や，運動障害に対する対応はもとより，認

知特性に対する指導について，助言，援助を行わなけれ

ばならないこととなる。

このような状況の中，当校では特別支援教育の開始

に向け，平成18年度よりこの認知特性に改めて着目し，

「見えにくさ・とらえにくさ」に対する指導の手だてと

配慮の整理を行ってきた。そして，平成19年度にはその

成果を出版物としてまとめている。（図 1) しかし，こ

の中で示している手だてや配慮は，あくまで学習を行

いやすくするためのものであり，これら，手だてや配慮

だけでは対応しきれない学習上の困難が数多く存在する。
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口肢体不自由のある子どもの教科指導Q&A

ー「見えにくさ・とらえにくさ」をふまえた確かな実践ー

口肢体不自由のある子どもが抱える

「気づかれにくい困難」に対する

学習支援の手がかりを提供

図 1.肢体不自由のある子どもの教科指導Q&A

特別支援教育の充実が求められる中で通常学校への支援

を行う際には，手だてや配慮だけでは対応出来ない困難

に対して，特別支援学校においてどのように指導が行わ

れているのかを明確に示す必要があると考えた。そこで，

通常学校にはない，個々の障害に起因する困難に対する

指導である「自立活動」が教科教育とどの様に関連して

いるのかを具体的例を挙げて，整理することとした。

JI.研究目的とテーマ

平成20年度の研究では，それまでの研究を継続，深化

させるとともに， 自立活動の指導と教科指導の関連をど

のように捉え，その上で， どのような環境を整え， どう

いった手だてを講じて指導を進めていくのかを提示する

ことを研究の目的とした。テーマは「肢体不自由児に対

する教科指導のあり方と自立活動の指導～脳性まひ児の

障害特性を踏まえた教科指導と自立活動との関連～」と

し，サブタイトルに示しているように，研究対象は脳性

まひ児，その中でも特に WISC-illの群指数の分布が逆

N字型を示す子どもを中心としている。ただし，障害

特性については，これまで研究の中心としてきた認知特

性・「見えにくさ・とらえにくさ」だけでなく，上肢操

作の難しさ等，運動障害も対象とした。認知特性に対し

て示してきた教科指導場面における手だて・配慮に加え，

運動障害に対する学習環境の整備についても整理・開発

することも目的としている。

研究の目的

教科学習に難しさがある脳性まひ児の

障害特性に応じた教科指導

口教科学習を支える，自立活動のあり方，捉え方
を明確にする。

口教科学習における学習環境の整備と，障害特
性に応じた指導方法を整理＇開発する。

自立活動との関連を踏まえながら CP児に対する学習

環境の整備と障害特性に応じた指導方法を提示する
9 999』9999

図2 研究の目的

皿研究体制

研究体制について，前年度まではそれぞれの役割と特

性と踏まえ，本校と施設併設学級とを分けて研究を進め

てきた。しかし，平成20年度の研究においては全校で共

通の研究内容に取り組めるように全教員を各教科，領域

別研究会に振り分け，各教科，領域における検討を中心

に研究を進めた。研究授業対象者についてのケース検討
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整理してきた手だての一例

上肢操作の困難等に対して
整理してきた手だての一例

とらえにくさに対して

口姿勢が崩れやすい一環境の整備
座位保持椅子の利用，カットアウトテーブルの利用 t 書
見台の利用自助具の利用など

〇書字に時間がかかる一書字勤作の精選，代替
ワークシート，情報機器｛ノートPC,FAXボード等）の活用

0 ものの操作に時間がかかる→作業場面の精選
演示実験による観察 t 介助場面の使い分け

口経験・体験が少なくイメージがし難い一経験の代替
視聴覚教材の活用 t シミュレーションソフトの利用

口学習全般に時間がかかるー内容の精選
年間指導計画の工夫，つけたい力と重点化・簡素化

図6. 上肢操作の困難等に対する手だて

よって，そのやりやすさが大きく異なる。したがって，

姿勢を維持しやすい座位保持椅子の利用や，肘や腕を置

いて姿勢を支えやすくするカットアウトテーブルの利用

などが有効である。また，物を置く位置を確保し，机上

の整理をしやすくする意味でも有効である。このように，

上肢操作を考える上ではやはり，姿勢や使いやすさを考

える環境作りが第一となることが挙げられた。

整理してきた手だての一例
見えにくさに対して
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□どこを見て良いのかわからない一情報皇の罰整等

ワークシート，副教材等における情報量の鯛整色づ
けによる注視ホイントの明示，明確な言語指示

口図の珪解や形の認識に時間がかかる一色の活用等

色づけした図の利用注視ポイントの提示と図の見方
の順序化，言語による定義づけ，具体物等を用いた
多感覚の活用（触覚や勁作）

図7. 見えにくさに対する手だて

次に，手だてが授業場面だけではなく，教科としての

指導に大きく関わることが確認されている。書字に時間

がかかるといいう困難に対し， ワークシート等を用いて

書字動作の精選を図るわけだが，記入させる内容を吟味

し， また，復習時に話の流れや繋がりが確認しやすい構

成にする必要がある。このような構成は，ワークシート

を用いる授業単位だけでなく，単元内の構成，ひいては

年間を通した単元の配列などにも言える。そして， これ

らは作業場面の精選や介助場面の使い分けについても言

える。教科の指導内容として，時間をかけておさえるべ

きポイントと時間をかけずに触れるだけのポイントを検

討し明確にしていくことが上肢操作の困難に対する指

口全体像がつかめない→言語による補足等

全体像の言語的な説明，継時的な情報提示

口情報が多いと整理出来ない→整理の手順化等

情報整理手順の順序化，情報整理ツール（メモ，

流れ図）の利用

図8. とらえにくさに対する手だて

導として重要であることが挙げられた。

②見えにくさ・とらえにくさに対する手だてと指導

見えにくさとらえにくさに対する手だてについては，

昨年度までの研究において触れられていることなので細

かくは割愛する。しかし．見えにくさとらえにくさに

対する手だての整理を通して見えてきたのは，やはり，

これも教科としての指導に大きく関わるということであ

った。特に．全体像を把握したり．多くの情報や複数の

情報を同時に処理したりすることが苦手なとらえにく

さのある児童生徒に対しては顕著に表れた。こういった

児童生徒に対して指導を行う場合には予め単元目標や

授業目標を分析しておく必要性が出てくる。目標達成に

困難を示すのであれば，その目標に対する下位目標，前

提事項などを分析し，達成を阻害する要因を特定し．そ

の子どもにとってわかりやすい，整理しやすい授業の進

め方を考えていく必要があることが確認出来た。

教科指導として．様々な指導法があり．桐が丘が行っ

ている指導は特別なものではない。しかしながら，様々

な指導法の中で， この方法がこの子にとってわかりやす

いという方向性があり，その方向性に沿って指導を行う

ことが重要であった。

③経験・体験の不足に対ずる対応

ケース検討の中では，当然のことではあるが，肢体不

自由児の障害特性として，健常児と比較しての経験不

足，体験不足が挙げられた。これは肢体不自由である以

上，経験しにくい．体験しにくい状況があるからである。

この経験不足，体験不足という状況を前提に．改めて教

科の教育内容を確認してみると．国語の分科会で取り上

げたケース（後章）の様に，特に小学校段階においては，

実生活の経験をベースにその学習が進められることが多

い。こういった生活経験をベースに進められる学習では，

生活経験の不足はその習得に大きな障害となりやすい。

つまり，肢体不自由による生活経験の不足．体験の不足

は教科学習に対して．少なからず影響を及ぼしているこ

とが挙げられている。
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肢体不自由児に対する教科指導のあり方と自立活動の指導

別的な要素を捉える専門性と教科の指導内容を分析する

教科としての専門性の双方が必要であった。

経験麓体験の不足に対して

口未経験なのか，経験していても身に付いてい

ないのかの見極めが重要

→背景を踏まえ，手だてを講じた上での経験

口体験活動の確保

体験活動の設定，実物や視聴覚教材の利用

□総合的な学習の時間，特別活動との関連づけ

校外学習，社会見学，外出・買い物活動
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図9.経験・体験の不足に対して

しかしながら，経験や体験が不足しているからといっ

て，単に，経験や体験をさせる機会を増やせばよいかと

いうと，そうではないと考えた。認知特性等を考慮する

と，経験不足の中身を，本当に未経験によるものなのか，

実際には経験しているのに，それが身に付いていない

ためにおきているのかという点で分類していく必要があ

る。家の周りの地図を作ることを考えた場合， 自力で移

動する経験がないから経験として捉えられないのか，普

段自力で使っている道であっても，その位置関係が捉

えられないから経験として捉えられないのかでは，その

対処は大きく異なる。後者の場合，単に経験不足として，

経験を繰り返したとしてもやはり経験として身に付かな

いことが予想される。

複数のケースを検討する中で，経験不足，体験不足に

対しては，未経験なのか，経験していても身に付いてい

ないのかを見極めることが重要であること，そして，特

に後者の場合，その背景にある要因を踏まえ，手立てを

講じた上での経験，体験の確保が重要であることが確認

された。

(3) まとめ

特別支援学校における教科は，個々の状態を認知特性

や，姿勢，動作，経験など，多面的に捉え，個別的な要

素に対して，自立活動の指導と連携しながら指導を行っ

ていくことが重要であることが改めて確認された。そし

て， 自立活動の指導と連携させていくためには，その背

景にある要因を教科担当者が共通理解していることが最

も重要であった。

また，個別的な要素を踏まえた上で指導を行っていく

ためには，教科の指導目標に対し，適切な単元や題材を

設定し，その単元を構成する要素を分析できることが重

要であった。学習上の困難が見られた時に， 目標達成に

必要な下位目標を設定できる，教科としての専門性や，

指導法も不可欠であることが挙げられた。

障害特性を踏まえた教科指導を実現するためには個

L~科として／障害特性を踏まえた
．，専門性や指導法 教科指導とは
； 教科目標 ＼ 

単元や題材

踏まえた

教科指導

図10. 障害特性を踏まえた教科指導とは

V. さいごに

自立活動の指導と教科指導との関連を確認する中で，

両者が密接に繋がっていることが確認できた。ケースに

よって，そのつながりは直接的であったり，間接的であ

ったりと様々だったが，学習上の困難に対して，その背

景にある要因を探っていくと必ず，密接な関係が確認で

きている。今回の研究ではその要因に対する共通理解の

重要性が確認されたわけだが，あわせて，その共通理解

を行うためのシステム，「個別の指導計画」の重要性も

あらためて浮き彫りになった。今後は個別の指導計画を

含めた指導システムのブラッシュアップが必要になって

くると考えている。

また，平成20年度の研究では自立活動との関連を確認

するため，個のケースを中心に検討を進めた。今後はそ

れぞれの特性に応じて，集団としてどう指導しているの

かを明確にしていくことが必要であると考えている。そ

のためには，このケースを単独で検討するのではなく，

同一授業内の複数のケースを取り上げ，比較を行い，共

通する手立てや配慮，指導，そして，個別的に行うべき

内容とを明確にしていくことが必要であると考えている。
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図形をとらえることに難しさのある子どもに対する指導

I.研究の概要

当校で現在行っている研究は，以下のような流れを押

さえながら進めてきた。（図 1.)

i.学習の目標（教科の目標）

一旦こ三五こぅる手だて・配慮

ii. 目標を達成するにあたって予想される困難

iii.背景にある要因

・K-ABC 

などの諸検査

図 1.

まず，学習の目標をしっかりおさえる。教科の学習の

場合は，学習指導要領に書かれてある目標をきちんとふ

まえて設定しなければならない。その際後にも述べる

が， 目標をいかに深く読み込み分析するかが，その後の

指導や工夫を左右することとなる。次に，設定した目標

を達成するにあたって予想される困難についておさえる。

そして，その困難の背景にある要因について探っていく。

その際観察情報や WISC-ill, K-ABCといった諸検査

などを基に読み取っていくとよいであろう。予想される

困難と，その困難の背景にある要因がみえてくると，そ

れらをふまえた， 目標を達成するために工夫しうる，よ

り効果的な手だて・配慮が考えられるようになる。

常にこの流れを意識することで，学習の目標を達成す

るために， より個の実態に合った手だて・配慮が工夫で

きるようになる。そこで，算数・数学科の実践について

も，この流れに沿いながら，研究成果を報告する。

1. 各教科の目標を達成するにあたって生じる困難

第一分科会では，小学部第 3学年の算数の授業を取り

上げて提案，協議を行った。そこで，まず算数科の目標

について以下に述べる。

算数科は次の 4つの内容領域から成り立っている。

0 「数と計算」（加法，減法，乗法，除法など）

0 「量と測定」（長さ，かさ，重さ，時間など）

〇「図形」（正方形・長方形・直角三角形，箱の形など）

〇「数量関係」（表，グラフなど）

それぞれの内容領域ごとに具体的な学習の目標が定めら

れているが，ここでは特に「量と測定」の中から［第 3

学年：時間】の単元を例に考えていきたい。

【第 3学年：時間】の単元の学習の目標は，次のよう

に定められている。

・時間について理解できるようにする。

→日，時分及び秒について知り，それらの関係を

理解する。

→簡単な場合について，必要な時刻や時間を求める

ことができる。

この目標を達成するにあたって生じると予想される困

難について考えてみると，まずは，

・時刻を求めることが難しい

・時間を感覚的にとらえることが難しい

・時間を求めることが難しい

といったようなことが挙げられる。しかし， 1つ 1つを

さらに掘り下げて考えてみると，「時刻を求めることが

難しい」という点だけをとってみても，その先には，

・針の長さの違いがわからない

・時刻をよむ順序がわからない

・時間の感覚がうすいため，間違えても気づかない

といった困難点があり，そのため「時刻を求めることが

難しい」のではないかと予想していくことができる。

つまり，各教科の目標を達成するにあたって生じると

予想される困難について考える際には，まず学習の目標

を分析し，その目標を達成するためにはどのような内容

を学習しなければならないかについて， きちんとおさえ

る必要がある。そして，おさえた目標や内容に対して達

成が難しいと考えられるものを，「困難点」としてきめ

細かくとらえていかなければ，その後の指導も，工夫し

うる手だても，全く方向性の違うものになりかねないの

である。また，おさえた目標や内容に対して達成が難し

いと考えられるものを「困難点」ととらえるということ

が，次の「背景にある要因」で挙げられる中身との違い

を明確にする上でも重要であると考える。

2. 困難の背景にある要因

「なぜ難しいのか」ということを突き詰めて考えてい

くと，いずれは個の障害に起因する点に行き着く。それ

を，「困難の背景にある要因」としておさえていく。例

えば，先程の「針の長さの違いがわからない」のはなぜ

かと考えていくと，その要因として，

・視機能（視力，視野など）に難しさがある

・視覚認知に難しさがある

・体幹を保持することに困難がある

・上肢操作に困難がある

といったことが挙げられる。これらは，各教科の目標や

内容を達成する上で，その下支えとして，改善・克服が

望まれるものである。つまり，自立活動の指導としてこ

れらの機能の改善・克服を目指すとともに，その成果を
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，
 各教科の指導に密接に関連させていく必要がある。これ

らの点が，各教科の指導の中で，指導内容として取り上

げられたり，評価されたりするものではないが， しかし，

各教科の指導者がそれらを意識して子どもに関わること

で，各教科の目標の達成に向けても，大きな手助けとな

ることは間違いないであろう。

3. 困難に対する指導方法・手だて

算数・数学科では，教科の目標や内容， また目標を達

成するにあたって生じる困難，その背景にある要因等を

ふまえ，以下の点を重視して指導を工夫した。

〇視覚だけでなく，触覚や運動感覚など様々な感覚の活

用を大事にする。

〇学習の過程を段階的に示す，問題を解決する上で着目

する点基準となる点がつかめるようにするなど，継

次的に情報を処理できるようにする。

↓ 

〇自分にあった学習方法を身につけられるようにする。

ここでは，先に挙げた「針の長さの違いがわからな

い」に対して工夫した手だてについて，具体例を紹介す

る。（図 2.)

・短針と長針に色をつける。

・文字盤に，針の長さを比べることができるような色

づけをする。

↓ 

・次第に手だてを減らしていく。

図2
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図3.

図3. は，実際に針の長さの違いがわからなかった児

童が， これらの手だてをとることによって，時刻を求め

られるようになったことを示すものである。この例では，

特に継次的な情報の処理の仕方と，自分にあった学習方

法の獲得という点を重視しているが，次に紹介する今回

の授業【第 3学年：箱の形】では感覚の活用も重視し

て指導を工夫した。ぜひご参照いただきたい。

（文責石田周子）

n．指導の展開例

1' 対象児童について

小学部第 3学年の対象児童は，脳性まひである。上肢

機能については，手先の細かい動きも可能であり，学習

面に関して大きな問題はない。学習中の様子としては，

机上のプリントが斜めになっていてもそのまま学習を続

けたり，プリントの問題を読みとばしてしまったりする

様子がみられる。また，物事を全体としてとらえること

が苦手で，一部分に着目してとらえている姿も多くみら

れる。ただ，自分なりに意味づけをしたり類推をしたり

して解決していく力を持っていて，本人にとってわかり

にくいことに関しても，そのようにして解決をしている

ので，表面的には学習に困難さを抱えているようにはみ

えないこともある。しかし，一度自分なりに間違った

意味づけをしたものに関しては，柔軟に考えを変えたり，

訂正したりすることが難しい様子もあり，今後学習が進

むにつれ，困難さが顕在化してくるのではないかと考え

る。

2 本時について

(1)単元について

本単元では，箱の形をしたものを観察したり作ったり

することを通して，図形を構成する要素について知るこ

とが目標となっている。第 3学年においては， ものの形

についての観察や構成などの活動を通して，正方形，長

方形，直角三角形，箱の形といった基本的な図形につい

て理解できるようにすることが目標として掲げられてい

る。この目標の達成が，平面図形としては第 4学年での

「二等辺三角形，正三角形」，「円，球」，第 5学年の「台

形，平行四辺形，ひし形，多角形」に，立体図形として

は第 6学年での「立方体，直方体，角柱，円柱」などの

学習につながっていくことになる。また，量と測定領域

においての「面積」「角度」「体積」などにもつながって

いく学習である。

学習指導要領解説に「箱の形をしたものを観察したり

分解したりする活動や，長方形や正方形を貼り合わせた

り，ひごなどを用いたりして箱の形を構成するなどの活

動が大切である」とあるように，具体物を実際に操作す

ることがまず大切になってくると考えられる。

また，視覚認知面に困難さを抱え，図形を全体として

とらえられず部分に着目してしまうことや，図形を頭の
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中でイメージしたり動かしたりすることが難しいため， 表 1.

それらの実態をふまえた手だてをとっていく必要がある

と考えられる。

これらのことをふまえ，次の 2点を大切にして指導を

行った。

①動作を伴っての触覚を活用した学習活動を取り入れ，

たくさん触れることで立体図形のイメージを育てる。

視覚認知面の困難さにより，本人がとらえて認識して

いる立体図形と，実際の立体図形の間に差があると考え

られる。その差を埋めるためにも，視覚の補助的手段と

して触覚を用い，立体図形にたくさん触れ，立体図形の

イメージを育てた。

②継次的に情報を処理できるようにする。

着目する点が多すぎるため， どこに着目していいかわ

からず，本人なりの判断基準をつくつて図形をとらえよ

うとすることが予想される。しかし，一度本人の中に誤

った判断基準をつくつてしまうと，修正することが難し

いという実態もみられる。そこで，正しい判断基準をつ

くることができるように着目すべき部分に色をつけた

り， ひごや粘土をつかうことで着目すべき部分を浮き立

たせたりした。

また，まず面について学習し，その次に頂点について

学習をするといったように，学習の過程を段階的に示す

ことで，継次的に情報を処理できるようにした。

単元名：「箱の形」

単元の目標：

・箱の形をしたものを観察したり作ったりすることを

通して，図形を構成する要素について知る。

評価規準：

「算数への関心・意欲．態度」

箱の形をしたものを観察したり分解したり，長方形

や正方形を貼り合わせたり，ひごなどを用いたりして，

箱の形を構成しようとする。

「数学的な考え方」

頂点，辺，面という構成要素に着目し，その個数や

形について調べる活動を通して，箱の形の特徴を見つ

ける。

「図形についての表現・処理」

箱の形をしたものを観察したり分解したり，長方形

や正方形を貼り合わせたり，ひごなどを用いたりして，

箱の形を構成することができる。

「図形についての知識・理解」

箱の形をしたものの頂点，辺，面という構成要素や

それらの個数や形について理解する。

単元の指導計画（表 1.): 

次 I時 指導内容

箱の形の構成要素を知る。箱の形を正しくとらえ

る。

〇面，頂点辺について知る。

1 Io面，頂点の数を調べる。構成要素の特徴を見つ

1 I I ける。

4
 〇辺の数，長さを調べる。（本時）

0ひごと粘土を用いて頂点，辺の数，辺の長さを

確認する。

箱の形を構成する。

5 Io箱を分解し，面，頂点，辺の数や形，大きさを

2 I ¥ 調べる。

6
 〇箱を組み立てる。

3171 
どのような箱でも，構成要素や特徴が同じことを

見つける。

(2)本時の展開 (3/7時間目）

本時の目標：

・箱の形をしたものの構成要素である辺について，数

が12本あることを見つけることができる。

評価基準：

「算数への関心・意欲・態度」

箱の形をしたものには辺が何本あるのか，見つけよ

うとすることができる。

「数学的な考え方」

辺という構成要素に着目し，その数を調べる活動を

通して，他の箱に関しても辺の数が共通である事に気

づく。

「図形についての表現・処理」

箱の置き方を決める事で，辺の数を正確に数えるこ

とができる。

「図形についての知識・理解」

辺の数が12本あることを知る。

対象児童に対する本時の指導方針：

・動作を伴っての触覚を活用した学習活動を取り入れ，

たくさん触れることで立体図形のイメージを育てる。

・継次的に情報を処理できるようにする。

対象児童に対する本時の指導の工夫・手だてのポイント：

•まず箱の置き方を決めてから辺を数えるなど，数え

る手順を示す。

・指に絵の具をつけて辺をなぞる。（図 4.)

本時の目標を達成するにあたって，対象児童の実態を

考えた際に，困難点として「辺が， どこのことを指して

いるかを理解することが難しい」「辺を正確に数えられ
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図4. 辺を数える際の指導の工夫

ず，同じ部分を何度も数えてしまう」といったことが予

想された。

そこで，「辺が， どこのことを指しているかを理解す

ることが難しい」という点に関しては，背景に「全体

と部分のとらえが難しく，辺を取り出すことが難しい」

「面と面の境界が辺であるということのイメージが持て

ない」などの要因があるだろうと考え，その点をふまえ，

「観察する手順を示す」「視角だけでなく，触覚でも形を

とらえる」「着目すべき部分に色をつける」といった手

だてをとった。

また，「辺を正確に数えられず，同じ部分を何度数え

てしまう」という点については，背景に「図形をイメー

ジすることが苦手なこと，両眼視が苦手なことなどから，

見えていない部分のイメージを持つことが難しい」「一

度数えた部分を記憶しておくことが難しい」などの要

因があるだろうと考えた。そこで，「上下の面を決めて，

箱を置く」「数える手順を伝える」「指でなぞりながら数

える」「数えた箇所に目印をつける」といった手だてを

とった。

本時の展開（表2.): 

(3)成果

視覚認知面の困難さにより，本人が認識している立体

図形と実際の立体図形との間には差があり，正確に図形

をとらえていくことは難しいと考えられる。その差を少

しでも埋めていけるように，視覚の補助的手段として触

覚を用いて立体図形にたくさん触れるようにした。また，

複数の構成要素からなる立体図形をとらえやすくするた

めに， 自分の指で辺に色を塗ったり，学習の過程を段階

的に示したりすることで，継次的に情報が処理できるよ

うにしたりした。

本時の授業においても，はじめは辺の数を 8本と言っ

ていた対象児童が，これらの工夫によって自ら考えて辺

の数をとらえていき，最終的に正確な辺の数を知ること

表2

学習活動 手だて・配慮

導
〇前時の学習を振り返る。 ・定義については，視覚

・面，頂点の定義それ でも確認できるように

入
ぞれの個数，数え方に 紙に書いたものを提示

ついて確認をする。 する。

〇辺の数を調べ，数える。 . 3組の面の形が違う直

(1)辺の定義について 方体を使用する。

確認する。 ・辺の数を数える際は，

(2) 辺の数を数えて， 指でなぞりながら確認

発表する。 するように伝える。

(3) 数え方について手 ・置き方を伝え，箱の上

順を示す。 下の面を決めることで，
展 ①「ふたと底」を基準 立体図形をとらえる際

とする。 の基準をつくる。

開
②ふたの辺の数を数え ・触覚も活用できるよう

る。 に，指に絵の具をつけ

③底の辺の数を数える。 て辺をなぞりながら色

(4) 数えた部分に色を をつける。また，色を

塗る。 塗ることで，辺は 2つ

(5)辺の数を確認する。 の面にまたがっている

(6) 別の箱で辺の数を ことに気がつけるよう

確認する。 にする。

> 〇辺の数について確認す

め る。

ができた。何よりも「あっ，わかった！」と発見をして

いく姿が見られたことはとても大きな成果だと感じた。

また今回，箱の置き方を決め，数える手順を学んだこ

とで，立体図形をとらえていくための基準がもてたと考

えられる。類推をしたり意味づけをしたりすることが得

意な対象児童にとって，正しい基準がもてたことは，今

後の図形の学習につながっていく重要なことである。

さらに，今回対象ではなかった児童に関しても，基本

的には同じ指導方針で，それぞれの段階に合わせて手だ

てをとったわけであるが， 自ら考えて発見をしていく姿

が見られ，それぞれが発言をし，学びあう姿が見られた

ことも一つの成果だと感じた。

（文責佐野健太郎）

皿まとめと今後の課題

以上のような実践を基に，提案，協議を行ったが，先

に示した指導のエ夫・手だてについては，概ね適当であ

るという評価をいただいた。また，我々が示した手だて

の他にも，「辺に色をつける作業と辺の数を数える作業

を別にしてはどうか」「辺に色をつけた後， さらに番号

のシールをはると数がわかりやすいのではないか」「辺

の色を，一色ではなく何色かで色分けしてはどうか」

等々，対象児童の実態をふまえ，様々な角度から数多く



12 図形をとらえることに難しさのある子どもに対する指導

の工夫について，具体的にご意見をいただいた。これら

のご示唆を，今後の実践に活かしていきたい。

一方， 自立活動との関連については，対象児童の自立

活動の時間の指導の中で，視覚認知能力の向上を目指し，

「型はめ」や「直角さがし」，ブラックボックスを用いて

触覚を活用した「立体図形さがし」等に取り組んでいる

様子を紹介した。しかし，今回行った算数の授業の中

でも図形を扱っていたため，教科で目指している目標と，

自立活動で目指している目標との違いがわかりにくいと

いう課題が残った。その辺りについては，先にも述べた

ように，各教科の目標を達成するにあたって生じると予

想される困難と，その背景にある要因をどうとらえ， ど

う整理していくかによって，教科の指導で目指すべきこ

とと自立活動の指導で目指すべきこととが明確になるの

ではないかと考える。今後， さらに研究を重ねていきた

い。

（文責石田周子）

【参考文献】

・文部省告示（平成11年3月）盲学校，聾学校及び養護
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数編
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I. 国語科・英語科の研究の概要

1．国語・英語の目標を達成するにあたって生じる困難

今回の研究対象である， WISC-illの群指数が「逆N」

型を示す脳性まひ児に見られる学習上の困難として，国

語・英語科では，「話す・聞く」「読む」「書く」の 4領

域に分けて検証してきた。その多くは聴覚的認知能力に

ついて比較的問題が少ないため，音声言語による情報入

手に基づく学習特に単純なことばや数，パターンを順

に速くかつ多く覚えることができる。

一方，視覚認知や処理に問題を有する可能性があるた

め，事象を空間的，総合的に処理することが難しい場合

が多い。そのため，学習する上で，音声言語情報による

順序立てられた事項を着実に繋ぐ「継次的情報処理」の

学習は比較的得意であるが，視覚情報，特に文字言語を

用いてそれを処理する学習について困難が見られ，上記

ニ教科の学習場面においては主に次の通りである。

(I)書字・音読について

①文字の形をとらえたり，マスや罫線の中にバランスよ

く書いたりすることが難しい。

②文字や行をとばさずに読むことが難しい。

(II)文章を読むことについて

③事柄の順序や要点を整理して話したり聞いたりするこ

とが難しい。

④文章における部分的な表現や事象をとらえることはで

きるが，物語の流れを理解したり，内容の全体を読み

取ることが難しい。

（皿）文章を書くことについて

⑤書きたいことはあるが，内容の順序などを頭の中で整

理することが難しい。

⑥字の形が整わない，書くのが遅いなど苦手意識が強く

ある。

尚，三年間に渡る本研究では，一年目は (I) に焦点

を絞り，二年目は前年度を踏まえた上で，（ II)文字言

語による情報を整理する「読解Jにおける学習上の困難

について言及した。そして今年度は（皿）「書くこと」

における学習上の困難さについて，その背景をふまえた

手だてや配慮・指導のありかたについて， また自立活動

と教科指導との関連性についても言及した。

2. 整理して書くことにおける困難の背景

「整理して書くこと」に困難がある児童生徒の心理検

査 (WISC』 I) の結果においては，知覚統合及び処理

速度に弱さが表れ，物事を統合する力や部分と部分の関

係をつかむ力が弱いという特性が見られる。「整理して

書く」ことは自分の思いついたことを状況に合わせて

整理していくこと（ことばや事象が表す何らかの要素を

統合したり，部分と部分の関係をつかんで，伝えたいこ

との全体像をおさえ，内容を客観的にとらえて理解し，

整理する作業）であり，整理すべき事項は複数かつ連続

して示される上， この作業は通常，頭の中で行われ，書

くという形で表出される。また，状況や書式によって書

き方が異なるため，書き手はその形式によって書き方を

変えなければならない。

つまり，順序立てて着実に取り組むことの得意な子ど

もが， 自分の思いを書きつづりながら， ことばや事象の

意味あるいはその背景に示されるものを基に情景・心情

等を類推し，相手に伝わるように順番を考えて書き換え

ていくという複層的な作業を，頭の中で同時に行わねば

ならないことが困難を生じさせる背景となっているよう

に思われる。

こうした背景を考えることは，肢体不自由児の教科指

導においては不可欠なことであると思われる。単に授業

で見られる困難に対して，対処的に手だてを用いるのでは

なく，「なぜそうなるのか」という背景を考えた上で教

科の手だてや指導を行うことが必要である（図 1)。こ

の背景については，肢体不自由であることを前提にふま

え，様々な場面で見られる障害の特性をとらえることが

必要となる。また，障害に起因する困難をふまえた指導

に置いては自立活動の視点も大変重要になる（図 2・3)。

困難→背景要因→手だてや指導

複数の情報を
一度に整理
できない

図 1

肢体不自由があることを根底に踏まえる

脳性まひ（痙直型・両まひ）

声 1両手研翻淫叫I視覚認知の困難l田

図2
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障害の特性に対応して教科の目標を達成する

脳性まひ（痙直型・両まひ）

三I両手の操作性低 II 視覚認知の困難 I~り

図3

こうした視点をふまえて背景をとらえ，教科における手

だて・指導につなげていくことが重要である。

（文責：岡部盛篤）

1I．指導の展開例

1. 対象児童について

小学部第 5学年 準ずる教育課程で学ぶ脳性まひ児。

(1)身体面

●日常生活における移動手段は，主に車椅子を使用。校

内移動時は， クラッチ杖及びウォーカーも併用してい

る。

●書字，食事，衣服の着脱等の上肢操作は自立している

が指先で物を摘むような動作が苦手であり，鉛籠や

箸等の持ち方も変則である。座位姿勢も崩れやすい。

(2) 国語科における学習の困難（手紙や作文の場面を

中心に）

●書きたい事柄を口頭で列挙することができるが，頭の

中で見出した事柄を整理し，それを書き言葉として語

彙で表現することに難しさがある。

●文章の全体像がイメージできない

●字形が整わず，文字を沢山書くことに対し，苦手意識

をもっている。

(3) WISC-ill結果

VIQ87 PIQ58 FIQ71。群指数言語理解91

知覚統合61注意記憶88処理速度69

群指数の結果から，知覚統合や処理速度が言語理解や

注意記憶よりも低いことがわかる。また日常生活や学習

場面では，字形が整わない，漢字の見間違い（部分に着

目するが全体が見られない），頭の中で図形をイメージ

できない等のことから，視覚的な情報の処理に困難があ

ることが考えられる。また，結果から聴覚情報の処理が

得意であると予想されるが， 日常生活の観察から聴覚的

な情報が複数与えられた時に混乱することがあるため，

得意と思われる聴覚を生かすためには，情報量の制限が

必要であると思われる。

(4) 自立活動の指導

自立活動の時間は週 2時間設定されている。その中で

は●姿勢保持や移動能力を広げるための適切な各身体

部位の使い方●書字などの活動場面での目の使い方を課

題として取り上げて，指導を行っている。

2 国語科の指導方針

上記に示した対象児の実態から，書きたい事柄が拡散

したり忘れたりしないようにするために記憶や述べる

順番等について整理する負担を補うための手だてが必要

であると考えた。さらに先行研究より，具体的な操作を

行いながら思考をつなげていき継次的に文章全体を確

認できる手だてが有効だと考えた。

また，文章全体の見通しが持てないのは，児童が習得

している文章の形式の少なさや，部分と全体を見渡しな

がら書き進めることの難しさが関係していると考えた。

そこで， 目的に応じてある程度形式が決まっている手

紙を題材とし，児童がその形式をパターンとして捉える

ことができるようになれば，書く事柄を整理して組み立

てることが比較的容易に行えるようになると考えた。

本実践では，卒業する 6年生に手紙を書くという単元

を設定し，卒業を控えた 6年生に感謝の気持ちを宛てた

手紙文という具体的にイメージしやすい教材を選定した。

また， 自分の気持ちと出来事を盛り込んだ形式を基本形

として，書きたい事柄をカードに書き出し，書き出した

カードを並び替えて，手紙文としてまとめていく方法で

指導を行うことにした。

3. 指導事例

(1)単元名：「手紙を書こう」

(2)単元目標

●伝えたい事柄を整理して，相手や目的を意識しながら

手紙を書く。

(3)個別の評価規準

（国語への関心・意欲）

●相手や目的を考えて手紙を書こうとしている。

●丁寧な字を書こうと心掛ける。

（書く能力）

●自分の書いた手紙文を読み直している。

●伝えたい事柄をメモに書いて整理している。

●メモを並び替えて，相手に自分の気持ちが伝わる文章

を組み立てている。

（言語についての知識・理解・技能）
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●句読点や助詞の使い方に注意しながら文を書く。

●例文を見て， 自分の気持ちを相手に伝えるために気を

つける事柄について気づいている。

●既習の漢字を書いている。

(4)単元計画

表1

次 時 指 導 内 容

1 1 【手紙を読んでみよう］ （例文を見る）

2 ●エピソードや自分の気持ちがあまり含まれてい

3 ない手紙と含まれている手紙を比較。

2 4 【手紙の構成を考えよう】

● 1次で取り上げた例文の手紙が， どのようなメ

モに基づいて作られたか，一度追ってみる。

3 5 【6年生に手紙を書こう】

6 ●卒業を控えた 6年生に対する気持ちを出し合う。

m ●次の観点でメモを作成

8 ① 6年生に対する気持ち。， ②エピソード

③前文（あいさつ）

④末文（はげまし）

i●メモを並べ替えて手紙にしてみよう（本時） 1 

●見直し

●消書

(5)本時の目標

●メモを整理しながら伝えたい事柄を明確にして，文章

を組み立てる。

(6)本時の個別の評価基準

（国語への関心・意欲）

●相手や目的を考えながら伝えたいことを整理して手紙

を書こうとしている。

（書く能力）

●メモを並び替えて，相手に自分の気持ちが伝わる文章

を組み立てている。

(7)本時の対象児童に対する指導の工夫・手だてのポ

イント

●手紙に書きたい事柄が書かれたメモを並び替えて，文

章を構成していく。

●手紙の基本形式をよりどころにして，並び替えてみる。

●メモを並びかえることで，文章の全体像が視覚的に確

認できると同時に，何を書けばよいか見通しがもてる

表2

学習活動 手だて・配慮

導入 ●前回の授業で作った ●メモの枚数は 4枚まで

メモを確認する。 にしておく。

●手紙の基本形式を確

認する。

展開 1 ●メモを見ながら何を ●一番伝えたいことが伝

一番伝えたいか考え わるように組み立てる

る。 ことを意識づける。

●メモを並び替えて ●基本形式と照らし合わ

流れ図を作成する。 せながら，メモを当て

（図 4) はめるようにして組み

立てる。その際前文

と末文をまず決める。

展開 2 ●メモに書かれた事柄 ●文章表現でつまずいた

をつなげて文にして 時は， ヒントを与え

いく。（図 4) ていく。（本単元では，

文章を組み立てるとこ

ろに主眼を置くため）

まとめ ●次時の予告 ●読み直してみて，必要

があれば内容を修正し

て下書きをすることを

伝える。
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図4 メモの使い方

(8)本時の展開

表2

(9)評価・考察

児童の評価基準と照らし合わせながら，授業を振り返

って評価を行った。展開 1では，順番に悩むことなく児

童が一人でメモを並び替えて順番を決めることができて

いた。さらに展開 2のメモに書かれている事柄を作文用

紙に書き替えていく場面でも，教員が常に対象児童に付

かなくても，一人で言葉を変えたり，付け足したりしな

がら手紙の形に整えていた。こうした様子から，書きた

い事柄をカードに書き出し，書き出したカードを並び替

えて，手紙文としてまとめていく方法が有効であったと
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考える。

このカードを有効にした要因としては単元の第 1次

で例文を読む中で，気持ちとエピソードが書かれている

形式の良さにA児が気づけたことや，今回設定した教材

が 6年生にお礼の手紙を書くといった具体的で分かりや

すいものだったからだと考える。

一方， A児はメモに誤字・脱字があったにも関わらず，

読み直しても誤りに気が付かず，下書き段階では，その

まま書き写して手紙文の形にしていた。先にも示した通

り，本児の実態として，字形が整いにくい側面がある。

書字については自立活動でも学習していることを考慮し

て，本単元では自分で書くという意欲を大切にしなが

ら，メモを書いたり，組み合わせたりする思考段階では，

思いついたことを忘れずに書き留めることを優先し，最

後の 1時間で見直しの仕方を確認しながら修正・清書を

行う計画だった。そのため，あまり字形等に注意をむけ

させなかったことが，誤字・脱字に気がつかなかった要

因だと考える。

これらのことを整理すると，カードに書き出すことは，

内容を順番に追いやすくする側面もあったが，カードに

書かれた一文の中の一つひとつの語意についても確認・

修正しながら作業が進められることが必要であり，綴る

という段階に至る前に，文章理解の力も重要であること

が再確認された。

4. 今後の課題

今回は，書きたい事柄を整理することの難しさに着目

して指導方法を考えた。カードに書き出し，書き出した

カードを並び替えていく方法の有効性は確認できた。し

かし，対象児童以外の肢体不自由児の中には上肢機能

に制限があり，書字に時間がかかる子どももいる。その

場合，書く作業が多くなることで思考が妨げられてしま

い，書きたい事柄を忘れてしまうことも考えられる。ま

た，書字が難しい子どもの場合，メモを書いて並び替え

る方法とは異なる方法が必要であり，今後実践レベルで

考えていくことが必要である。

また，文章表現や内容等に着目すると， まだ課題は多

い。文章表現や内容は，書いた文章を読み取る読解力や，

自分が習得している語彙や文型の量とも関係してくる。

それらの力を相互に高めながら，綴る力を育てる手だて

や方法をさらに工夫する必要があると考える。

（文責：北川貴章）

皿まとめと今後の課題

「書く」ことは，単に紙面などに「書く」ことのみを

指すのではなく，自分の思いや伝えたいことを相手の

状況や用途にあわせて表現することである。このことは

単に学校での学習のみならず，障害はもちろん， これま

での経験や知識環境などが大きく関わる。今回，書く

ことについて困難のある生徒を対象に手だてや配慮・指

導について検討を行ったが，肢体不自由という障害に特

化した書くことの指導法というものは提案されなかった。

しかし，数ある国語の書くことの手だてや配慮，指導法

から，背景要因をふまえて，その生徒に有効と考えられ

る方法を用いることが必要であることが確認された。

また，背景要因をさぐり，手だてや配慮，指導法を考

える時に必要不可欠となるのが， 自立活動の視点である

ことも忘れてはならない。

この自立活動についても，教科と直接的に多く関わる

場合（例えば書字など）もあれば，直接的にはかかわら

ない場合もある。しかし，障害というものに対して直接

に関わる自立活動の視点は，肢体不自由の教科指導を行

う上で不可欠なものであろう。今後も，生徒の様々な困

難に対して，多角的な視点から手だてや配慮，指導を考

え，小・中・高12年間で障害と発達段階をふまえた教育

課程の構築が必要となる。

（文責：岡部盛篤）
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I.保健体育科・音楽科・美術科の研究の概要

今年度の当校の研究の趣旨は，「教科学習に難しさが

ある脳性まひ児の障害特性に応じた教科指導」であり，

自立活動との関連を踏まえながら，脳性まひ児に対する

学習環境の整備と障害特性に応じた指導方法を整理して

きた。保健体育科・音楽科・美術科でも，「運動・動作

が上手にできない子どもに対する指導～状況に合わせて

動くために～」というテーマのもと，脳性まひ児の学習

上の困難が顕著に現れる場面を整理し，脳性まひ児に特

徴的な「状況に応じて運動することが難しい」という困

難の要因•原因にはどのようなことがあるのかというこ

とについて仮説を立て，その仮説を検証していくという

プロセスの中で，困難の要因•原因に対する有効な指

導方法や手だてについて検討を進めた。「状況に応じて

運動することが難しい」という困難の要因•原因として

は，①肢体不自由に起因する身体各部位の動かしにくさ，

②運動の経験不足や誤学習，③空間把握の難しさなどの

様々な要因•原因が複合的に関連していると考えられる

が，そうした要因•原因を分析することによって， より

有効な指導や手だての工夫を検討した。

尚，「上手にできない」という文言には色々な解釈が

あると思われるが，保健体育科・音楽科・美術科の中で

は，「上手にできない」という言葉を，他の児童生徒と

の比較において，上手にできないということではな<,

「学習指導要領にもとづく教科の目標に到達しにくいこ

と」という意味で用いている。

1. 実態把握

授業場面において児童生徒は様々な困難（現象）を示

すが，そうした困難（現象）に対して直接手だてを考え

るのではなく，困難（現象）の背景にどのような要因・

原因があるのかを検討することで，アプローチの仕方や

指導方法・手だても変わってくる。そこで，まずは授業

場面で見られる困難（現象）がどのような要因•原因に

よるものなのか， ということを検討した。

困難（現象）の要因•原因は，図 1. に示されている

ように「発達・学習の特徴」と「環境の条件との関係か

実態の気づき

ら ら
r

ノ

徴特の

能

能

能

習

機

機

機

学

動

覚

知

・

運

感

認

達発
r

‘

環境の条件との

関係から

見られるもの

図 1. 困難（現象）の要因•原因の整理

ら見られるもの」のに整理した。例えば，「スラローム

走ができない」という困難（現象）では，その要因•原

因のうち，「上肢の運動障害」，「自分とパイロンとの位

置関係がわからない」，「運動のイメージがつくれない」

などは発達・学習の特徴にあたるが，「パイロンの色が

同じで位置関係がわかりにくい」ということは，環境の

条件との関係から見られるものと考えた。

2 指導方法と手だての検討

困難（現象）の要因•原因を整理したうえで，実際の

授業の場面において有効な指導方法・手だての検討を行

った。図2. は指導や手だてを考える際の概念図である。

困難（現象）の要因•原因を分析し，技術・技能を指導
により発達を促していくのか，環境面を整えて， 目的と

する運動・動作を行いやすくするのかということを検討

した。
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図2 指導と手だてを考える際の概念図

例えば，「スラローム走ができない」という困難（現

象）の要因•原因を考えてみると，「自分とパイロンと

の位置関係がわからない」，「運動のイメージがつくれ

ない」は，「教員と一緒に運動を行う」という指導方法

により，動きを体感して体の動かし方を感じたり，運動

しながら空間のイメージを高めたりすることで改善し

た。また，「パイロンの色が同じで位置関係がわかりに

くい」は，パイロンの色を変えるという手だてによって，

空間の位置関係をつかみやすくなった。

3. 自立活動との関連

自立活動との関連については，各教科と自立活動で

個々の児童生徒の課題を共有したうえで，それぞれの指

導を行うことが重要であると確認した。各教科は，学年

や発達段階に応じた目標・内容を設定するが，必ずしも

全部を行えるわけではない。そこで，教科の目標を達成す

るため，各教科では目標を達成するための手だてを考え，

また自立活動では，各教科における個々の児童生徒の困

難を踏まえて指導内容を検討していることを確認した。

研究協議会では，体育・音楽・美術それぞれの授業場

面において見られる児童生徒の実態（どのような困難が
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あるのか）から，困難の要因•原因を検討し，その要

因•原因に対してどのような指導法や手だてが有効なの

かを検討することを協議の柱とした。

（文責花岡勇太）

n．指導の展開例

1. 対象生徒について

高等部第 3学 年 女 脳性まひ (H児とする）

(1) 身体面（学習場面の動作を中心に）

・右利き。

・ボデイイメージの未形成。

•細かい動作や道具を用いる活動に困難を示すことがあ

る。

•細かな物を注視する際，姿勢が前かがみになる。

．腕を大きく上げたり肩を大きく回すなどの動作が苦手

で上肢の関節の可動域が狭い。

(2)学習について（対象教科の指導を中心に）

〈運動・動作・技能〉

．肢体不自由に起因する身体各部位の動かしにくさ。

・運動・動作の体験，経験不足，誤学習。

・正しい姿勢での座位がとれていない（崩れた姿勢のま

ま運動，動作を続ける）。

〈視覚認知〉

・視覚からくる見にくさ，見えにくさ（視力，視野，追視）。

・空間把握が難しい（図地弁別，視空間認知， 目と手の

協応）。

〈指示理解困難〉

・指示内容の理解・解釈が難しい（経験不足，言語理解）。

・注意集中困難。

〈並列情報処理困難〉

・ニつの運動，動作，情報を同時に行えない，処理でき

ない。

(3)生活面

・真面目で熱心に課題に取り組んでいる。

•なかなか一つのこと，一つの考えから抜け出せないこ

とがある。

・すぐに依頼してことを済ますことがある。

(4)心理検査等の結果

『WISC直』（検壺日：平成18年12月10日）

言語性 動作性 全検査 全ロ壬i五口 知覚 注意 処理

(VIQ) (PIQ) (FIQ) 理解 統合 記憶 速度

(VC) (PO) (FD) (PS) 

114 47 80 121 51 82 52 

・聴覚的な処理， ことばの理解や操作は全般的に得意。

ただし，言語による説明も複雑な内容•長い説明だと

必ずしも得意とは言えない。自分なりの説明で言語か

ら推理し，理解していく学習スタイルは有効。

・視覚的な処理は全般的に苦手。ただし，有意味な視覚

情報であれば比較的理解しやすい。逆に抽象的・意

味を持たない（幾何学的な図形や線・方向など）視覚

情報には難しさがある。

・空間把握が難しい。

・全体を見て把握することが難しい。特に全体を見なが

ら部分を理解し，適切な行動をとることが難しい。

・失敗を修正していく試行錯誤的な学習は苦手。

(5) 個別の指導計画に掲げられている課題・目標等

＊個別の指導計画より

社会性・

健康 子呂 刃白刃 コミュニケ 進 路

ーション

課 ●睡眠． ●受験に必 ●自分でで ●入試に関する

題 食事を含 要な資格及 きることと 情報を収集する。

め，健康 び知識の習 できないこ ●大学進学に向

目 の自己管 得。 とを判断し， け希望学部学科

標 理ができ ●学習がし できること の選択通学，

るように っかりとで は自分でや 体験等具体的に

なる。 きる身体作 る。 話を進める。

り。

i自立活動の目標］

．疲れをとり，心身をゆったりとする。

・しっかり運動するために足，手の感覚を身につける。

．杖歩行の向上をはかる。

2 本時について

(1)単元について

①単元名 「フォークダンス」

②単元設定の理由

1)教材観

ダンスは個人や集団で，全身を使って表現したり交流

したりできる踊りであり，老若男女，障がいのあるなし

に関わらず，誰もが楽しめる生涯スポーツのひとつであ

る。

ダンスには表したいイメージを体の動きで自由に表現

する「創作ダンス」，伝承された踊りを身に付けみんな

で一緒に踊る「フォークダンス」，現代的なリズムにの

り， 自由に動きを工夫して踊る「現代的なリズムのダン

ス」があり，いずれも踊りを通して自他を認め合い理解

しあうことができる運動である。本単元で行うフォーク

ダンスは，他の創作ダンス，現代的なリズムのダンスと

は違い，ある決められた踊りの型を習得し，相手との対

応集団としての動きを考えながら皆で音楽に合わせー

緒に踊る楽しさがある。

そのためには，決められた踊りの型を理解し習得する

こと，曲に合わせ動けること，対人（集団）の動きに合

わせ動けること，集団の中での自己の動き方を理解し動

けることが必要となってくる。本校の生徒は自己のペー
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スで， 自己にあった動き方をすることが比較的容易であ

っても音楽他者等に「合わせて」動くことが難しい生

徒が多くみられる。これら基本動作の習得，他の物（音，

曲）・人を意識しそれに合わせて動くこと，集団の中で

の位置取り・動き方の習得は，フォークダンスのみなら

ず，多くの運動種目に共通で必要な要素であると考える。

2)生徒観

授業態度は真面目であり運動好きの生徒も多く，全国

障害者スポーツ大会に参加した生徒も 3名いる。独歩の

生徒が3名，独歩または車椅子の生徒が 1名，車椅子手

こぎの生徒が2名，車椅子足こぎの生徒が1名，電動車

椅子の生徒が 1名と運動への参加形態もいろいろである。

事前に行ったアンケートによると，ダンスを見るのが

好きですかという質問に「はい」と答えた生徒が4名，

「いいえ」と答えた生徒が4名，体育の授業でダンスを

やってみたいと思いますかという質問に「思う」と答え

た生徒は 3名，「思わない」と答えた生徒は 5名と，ど

ちらかというとあまり関心がない，やりたくないと考え

ている生徒が半数以上いるという結果であった。またダ

ンスを体育の授業でやってみたいと答えた生徒に理由を

聞くと，楽しそうだから (2名），踊ることが好き (1

名），いろいろな種目を経験したい (1名）と答えたの

に対し，ダンスを体育の授業でやってみたいと思わない

と答えた生徒に理由を聞くと，やったことがないから

(2名），一人で踊る自信がない (1名），恥ずかしいか

ら (2名）など経験不足から出たと思われる回答に加え，

音（曲）に合わせて動く（踊る）ことが難しいから (2

名），人に合わせて動く（踊る）ことが難しいから (2

名）とダンスの特性に苦手意識を持っているとする回答

もみられた。あなたはこの授業で何を期待しますかとの

質問には，多くの生徒 (6名）が楽しく踊りたいと答え，

4名の生徒が音（曲）に合わせて動ける（踊れる）こと，

人に合わせて動ける（踊れる）ことを期待すると答えて

いる。

実際，ダンス以外の授業場面でも刻々と変化する場面

でのいろいろな動きを積極的に楽しんで行う生徒がいる

反面，新しい動きに戸惑ってしまう，なかなか積極的に

取り組めない生徒も少なくない。また， 自己に合った動

きをセルフペースで行うことは得意でも，ある決められ

た動きを人，音（曲）に合わせて行うことが苦手という

生徒も多い。

3)指導観

本来のフォークダンスを型通りに踊ることは，車椅子

の生徒や動作を素早くリズミカルに行えない生徒にとっ

ては難しい課題となる。そのため，踊りは実施可能な程

度に簡略化し，曲のスピードは通常よりもゆっくりとし

たものを提示する。また， 日常生活，遊び等を通して多

様な動きを経験していない，経験する機会が少ない生徒

が多く，踊り（動き）をイメージしにくい生徒が多い。

したがって， ミラーリング等による具体的な踊り（動

き）の提示， くり返しの反復練習，生徒自身が提示され

た見本となる動きを自分の動きとするための試行錯誤に

よる動きの練習が必要となる。また，フォークダンスを

通して人に動きを合わせる難しさ，楽しさ，皆で共通の

動き（踊り）をする楽しさも体験させたい。

今回はフォークダンスの中でも多くの生徒が知ってお

り踊りも比較的簡単で簡略化しやすい「オクラホマ・ミ

クサー」を教材に用いることにした。

③単元における個別の目標及び個別の評価基準

1)単元目標

「オクラホマ・ミクサー（簡略版）」の基本的な踊

り方を身につけ，曲，リズム，他者にあわせて踊れる

ようになると共に，皆と一緒に踊る楽しさや喜びを味

わう。

2)評価基準

〔運動への関心・意欲・態度〕

・ダンスの特性に関心をもち， 自らの課題を設定する

など進んで取り組もうとする。

•お互いの良さを認め合い，協力して練習に取り組も

うとする。

〔運動についての思考・判断〕

・自分の能力に適した課題を知り，課題解決を目指し

自己にあった踊り方，練習の仕方を工夫し習得する。

．互いに踊りの出来栄えを確認し合い，その改善点に

ついて指摘できるようになる。

〔運動の技能〕

・基本となるステップや動きを身につけ， リズムにの

り踊ることができる。

・対人・曲に合わせた動き（踊り）ができる。

・対人と適切なポジショニングをとることができる。

〔運動についての知識・理解〕

・フォークダンスの踊り方を理解し他の人に説明する

ことができる。

・フォークダンスが集団や個人で踊ったり交流したり

する楽しい運動であることを理解する。

④単元計画

次 時 指導内容

1 
踊り①，②をマスターする

1 
2 

～音楽・人に合わせて移動する，向き合

っヽ ～ 

3 
踊り③，④をマスターする

2 4 
～対人とペアで動く～

15 （本時） 1 

6 
踊り①～④を通して行う

3 四角，円形に回りながら踊る
7 

～集団を意識して動く～

4 8 
発表会

～皆で楽しんで踊ろう～
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《「オクラホマ・ミクサー」の簡略化した踊りの流れ》

①対人に合わせて併走しながら前進する〔 4呼間〕

②対人と向き合う〔4呼間〕

③左斜め前方に前進→ホームポジションに戻る→右斜め

前方に前進→ホームポジションに戻る（車椅子を押し，

引く）〔4呼間〕

④2人が向き合った体勢から進行方向に向き直す〔 4呼間〕

⑤本時における個別の目標及び個別の評価基準

1)単元目標

・曲， リズムに合わせ体を動かす（踊る）。

・パートナーに合わせ適切なポジショニングをとりな

がら動く（踊れる）。

2)評価基準

〔運動への関心・意欲．態度〕

．踊り①，②の自己の課題を理解している。

•お互いの課題を理解し合い，協力して課題を解決し

ようとする。

〔運動についての思考・判断〕

・自己の課題を認識し． 自分の能力に適した動き方を

試行錯誤し，工夫しながら練習に取り組む。

・パートナーの動きを確認し，改善点等について指摘

できるようになる。また，パートナーから指摘され

た改善点を理解し改善する事ができる。

〔運動の技能〕

・曲のリズムに合わせて体を動かす（踊る）ことがで

きる。

・パートナーの動きに合わせて併走できる。

・左右にリズム良くステップができる。

・4呼間で向き合ったり進行方向を向くことができる。

（早すぎない，遅すぎない）

〔運動についての知識・理解〕

・オクラホマ・ミクサーの踊り方を理解している。

・パートナーと踊ったり集団で音楽に合わせ踊ること

ができるなど楽しい運動であることを理解する。

(2)本時の展開

時間 学習活動 手だて・配慮

導入 踊り①，② (対人 •各自が工夫しているポイント

(10分） に合わせて併走し を発言させる，忘れていた場合

ながら 4呼間前進 には教員が指摘する。

する，対人と 4呼 ・曲のリズムを遅くする。

間で向き合う）を ～対象児Hについて～

復習確認する。 ・対象児Hとペアを組むGの車

•各自のポイント 椅子に併走確認がしやすい目印

の確認。 （※用具）を付ける。

・曲に合わせ移動 ・曲に合わせリズミカルにこぐ

し向かい合う。 ことへの意識づけ，声かけ。

・曲に合わせて教員が移動（車

椅子をこぐ動作）を補助し，こぐ

動作， リズムを体感させる。

展開l (1)踊り③の動 ・コーンを基準とし，左斜め前

(20分） きを教員が生徒 方，右斜め前方に出る事を意識

と同じ向きで行 させる。左斜め前方，右斜め前

い，動作を模倣 方に出ることが難しい場合は左

させる（例えば 右に車椅子をひねる動作に置き

教員が左斜め前 換える。

後すれば生徒も •生徒の動きやすいリズムに曲

左斜めに前後す のスピードを調節する。

る）。 •動きを言語化して伝える。

(2)ペアの生徒 ・教師とステップの動きをくり

同士が向かい合 返し体感する。

い， コーンを挟 ・基準までしっかり戻ることを

んで踊り③を行 意識させる。難しければ再度コ

う。 ーンを立てる。

(3)慣れてきた

らコーンをはず

して踊り③を行

う。

展開2 (4)踊り④の動 ・4呼間で向きを変えるよう指

(10分） きを教員が見本 導する（早くなりすぎないよう

を見せる。 に）。

・4呼間かけて進行方向をむく

動きを教師と行い体感する。

・進行方向を明確に意識させる。

（ステージ側，出入り口側）

まとめ 各自の今日の取り 発表したポイントを教員が明確

(5分） 組み，上手にでき に表現し確認する。

た時のポイントを

発表させる。

◆配置図及準備物

〇
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※車椅子で併走を確認しやすい目印（用具）

(3)成果と課題

車椅子でペアと等間隔で併走しながらまっすぐ目的の

方向に進むという課題において，前方（進行方向）を見

ながら併走間隔が確認できる目印（用具）を取り付ける

ことにより，併走者に大きく意識をとられることなく，

まっすぐ進む事に意識を集中し課題に取り組めるように

なってきた。今回は赤丸を目印としたが，見えやすさ，

背景との識別のしやすさなどから青い輪郭を用いること

も有効であると考える。また，本人の「目印は色よりも

動いていることが見やすかった」との感想から，意識さ

せたい目印に動きをもたせる有効性が示唆された。

事前に行った調査により車椅子使用者は，心地よくリ

ズムをとった時の平均が120回／分前後と独歩者と殆ど

変わらなかった。これに対し実際に移動した時のリズム

は，独歩者の平均が120回／分前後で心地よいリズムと

変わらなかったのに対し，車椅子使用者のリズムは60回

／分前後と心地よいリズムと実際の動作の間に隔たりが

あることがわかった。今回は100回／分前後のリズムで

導入（踊り①，②の復習：併走から向かい合うまで）を

行い，展開（踊り③，④の習得）ではややリズムを遅く

して動作（踊り）の習得を狙いとした。リズムを遅くす

ることにより前述の車椅子を自然にこぐリズムに近づき

無理することなく動作（踊り）習得に意識を集中できる

と仮定したが，実際にはリズムを遅くすることによりリ

ズムに動作（踊り）が合わなくなってしまった。これに

対し，比較的リズムが速い動作（踊り）も練習回数を重

ねることにより，無理なく速いリズムに順応できること

がわかった。このことから，動作（踊り）習得のための

適正リズムについては今後更に検討する必要があると思

われる。

（文責池田仁）

皿まとめと今後の課題

保健体育科・音楽科・美術科では，教科の特性として

授業内の多くの場面で運動・動作を伴う。脳性まひ児

は，肢体の不自由に起因する身体各部位の動かしにくさ

が運動・動作の発達に影響を及ぼすが，それ以外にも運

動の経験不足や誤学習や空間把握の難しさなどの様々な

要因•原因が複合的に関連していると考えられる。複数

の児童生徒で同じような困難が見られたとしても，要

因•原因が異なれば，当然指導方法や手だても変わって

くる。したがって，各教科の授業場面で現れる困難に対

して，直接手だてを講じるのではなく，「その困難の要

因•原因は何か？」ということを分析して，指導方法や

手だてを工夫することが必要であると考える。

研究協議会では，体育・音楽・美術のそれぞれの授業

場面で見られる多くの困難に対して，その困難の要因・

原因から指導方法や手だてを検討していくという流れで

協議が行われた。その中で，特に，「視覚情報処理の難

しさ」と「異なる実態の児童生徒をどのように参加さ

せるか」という話題が多かった。「視覚情報処理の難し

さ」については， 2007年度（第43巻）の研究紀要でも述

べられているが，「視知覚」と「視覚認知」の課題を整

理し，各教科で共通する部分については共有することが

重要である。当校は筑波大学附属視覚障害特別支援学校

との連携研究を行っており，その中で当校の児童生徒の

視機能の特徴（「視覚情報の選択が苦手」や「追視が難

しい」など）を整理している。これらの特徴は，体育の

授業場面で頻繁に起こる「動きながらモノを見る」，「判

断して運動する」といったことを難しくするため，今後

も他校種との連携も含め，継続して検討する必要がある。

「異なる実態の児童生徒をどのように参加させるか」に

ついては，各児童生徒の実態に合わせて教科の目標を下

げていくのではなく，教科の目標を達成するためにルー

ル・用具・コートの工夫（手だて）や指導方法の工夫が

必要であろう。「異なる実態の児童生徒をどのように参

加させるか」については，通常学校支援にも繋がるため，

今後さらに有効な指導方法および手だてを検証すべきで

あろう。

また， 自立活動との関連については，教科の学習場面

で見られる困難に対して自立活動で底上げをしておくこ

とで，各教科の目標を達成しやすくなるであろうことか

ら，各教科と自立活動で個々の児童生徒の課題を共有す

る必要であるということが確認された。今後は，個別の

指導計画を教員間で共有し教科指導にどのように生かし

ていくのかなどを検討していく必要があると思われる。

（文責花岡勇太）
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26 乎面に描かれた立体や空間を具体的にイメージすることに難しさのある子どもに対する指導

I.研究の概要

技術・家庭科，理科，社会科の授業では，立体や空間

をさまざまな記号や数値を付した図にして扱うことがよ

くあるが，脳性まひの子どもには，認知面における障害

や経験不足から，視覚的な情報を処理したり複数の情報

を結びつけて考えたりすることを苦手とする子どもが多

くいる。そのため，提示した図や図に書き加えられた記

号，数値等から実際の立体や空間（形や大きさ・広さ，

質量・数量，方向など）を具体的に想像することに苦戦

する様子が見られる。また，逆に実在の物を図に示した

り，記号や数値を用いで情報をまとめたりすることにも

難しさを感じる様子が見られる。

このような子どもたちに対し，各教科で指導上有効と

なる手だてとは何かを検討してきた。本稿では今年度事

例として取り上げた技術科に焦点を当てて，以下に述べ

ていく。

1. 技術科の目標を達成するにあたって生じる困難

技術科は教科の特性上様々な作業活動を伴うため，肢

体不自由のある生徒は運動機能障害により，単独での道

具を使用した活動は困難な場合が多い。支援の方法とし

てメインティーチャーまたはアシスタントティーチャー

が補助をする人的な支援と，生徒の体の状態に対応した

補助具・支援具等を活用する物理的な支援がある。

前者の場合，教員の補助や代行等によって作業を行う

ことはできるが，生徒自身は期待したほどの主体性や達

成感を得られず， また学習効果も低い場合が多い。一方，

生徒自ら創意工夫をして課題を解決することが望まれる

が，そもそも，肢体不自由児はその障害ゆえに活動の範

囲が限定され， 日常生活における直接経験の機会が乏し

くなりがちであり，さらに幼少期より生活場面において

様々な介助に接しているため， 自発的に創意工夫を模索

することも難しい。

指導方法と手だてを検討する際も上記のことを踏まえ，

教員の代行に陥らないように生徒自身が主体性や創意

工夫を引き出す課題設定や補助具・支援具等を準備する

必要があるだろう。

また，肢体不自由児には図面の読み取りや立体の把握

が困難な場合も多い。直線の計測，平行・垂直の認知，

平面図に描かれている立体をイメージすること，材料を

けがき線に沿って合わせる，重ねる，加工することが困

難である。これらの活動は前述の運動機能障害に絡むと

ころもあるが，活動の様子を見ているとやはり認知面の

問題が大きいと感じる。

以上のように技術科の学習における生徒の困難は，作

業の動作面，平面図や立体物の認知面に大別できるとい

えよう。

2. 困難の背景と困難に対する指導方法・手だて

技術科の学習において予想される困難の背景にある要

因と，指導方法・手だてを表 1に記す。

表1 困難の背景と指導方法・手だて

困難 困難の要因 有効と思われる手だて

・エ具を保 ・脳性まひによる上 ・握り部分の工夫（熱

持すること 肢機能障害 化塑性材など）

・エ具の保持により， ．据え付け型のエ具の

緊張が強くなる場合 活用

もある ．卓上型機械の活用

・クランプの活用

•手と目の ・上肢機能障害，可 ・ガイドや治具を使用

協応が苦手 動域が狭い，緊張が し，動きを意識する方

・道具や材 強い 麟減らす

料を線にあ ・視覚認知の難しさ ・色や補助線を手がか

わせること •動きを意識する方 りとさせる。

が困難 向が多い（前後，左 ・切り代を多くとる

右，深さ）と混乱す

る，緊張が強くなる

・複数の作 ・運動機能障害 ・余分な情報の整理

業の流れに ・複数の動作情報の ・全体像，完成図手

対する混乱 処理が苦手 順を確認できるプリン

（図 1) トの作成

・エ程を細分化し順番

に示す

・車椅子に ・車椅子で作業をす ・技術室が狭いのでな

座った状態 るスペースの確保 るべく移動しなくてす

での作業 むように

•その時間に必要な工

具を工具箱に入れ，各

作業机の上に準備し，

各自，出し入れを行う

・座った状態で作業 ・座った状態で加工を

しやすい環境 行えるように，材料や

工具・卓上型機械の設

置を支援する（クラン

プの活用）

・作業台の高さを考慮

する

・上肢の力だけで加 ・やわらかい， うすい，

工できる材料，課題 かるい材料（主に木材）

の選定 多少の遊び，ずれが許

される課題

・数値， 目 ・視覚的な複数の情 ・見る（探す）位置や確

盛りの読み 報（目盛り，実線と 認の注視ポイント作成

とり 細線）で混乱してし •読み取り手順の言語

まう 化

．どこから長さを測 ・色ペンや定規等の自

ればよいか分からな 助具利用，確認手順や
Vヽ 位置関係の言語化

・動作的な複数の情 例） 78mm→ 7cm 8 
墜（右手と左手，静 mm→定規の 7cmを

的と動的，方向）で 探す→そこから 8mm
混乱してしまう（図 の場所

1) 
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・手指の巧緻性によ ・余計な情報（視覚的，

り定規がずれる 動作的）の排除

・保持しやすい道具，

治具の活用

・製図場面 ・視覚的処理能力， ・奥行き示す角度，平

で見られる， 空間認知力。 行に注目させる

立体のイメ ．描いた本人も「何 ・面と面とのつながり

ージの難し か違う。」という思 に注目させる

さ いはあるが，全体を ・具体物（積木ブロッ

・図面から 見てどこの部分が間 ク）を使用する

立体や完成 違っているのか判断

図を想像す する事が難しい

ることが困 ・部分に着目すると，

難 間違いに気付きやす

し‘

作業場面で •印はあるが， どこ ・ハイコントラストの

見られる まで切って良いのか 色分け

立体のイメ 分からない

ージの難し
・けがき線から加工 •加工後の具体物を提

さ
後の形をイメージす ホ

ることが難しい

・角材などの厚みの ．のこぎりを材料に対

ある板の切削では， し，垂直にあてて確認

裏側がどこまで切れ する

ているか判断する事 ・鏡を使用して反対側

が難しい の状態を確認できるよ

うにする

①直角定規を基

準面にあてる

②印に合わせる

規の外側にあわ

せ線を引く

図 1 複数の動作情報の処理

（文責：大川原恒）

Il．指導の展開例

1. 対象生徒について

対象生徒は中学部第 1学年の脳性まひの女子である。

（以下， A児とする。）

(I)学校生活の様子について

A児の学校生活の様子について，表2に示す。

表2 A児の学校生活の様子

①身体面（学習場面の動作を中心に）

・手指に軽度の麻痺がある。

・上肢は全体的に固い。

・教室ではカットアウトテーブルを使用している。

・座位保持椅子を使用せず，手動車椅子で授業を受けてい

る。

・眼鏡を使用（近視）。

・左側前方に体幹が沈みやすい（背面から見て右凸の姿勢）。

・車椅子のステップから足がはずれることが多く，はずれ

た場合は戻すことを自分でも意識するようにしている。

•読書・書字時に円背になりやすく，教科書・ノートとの

距離が近い。

・書字に時間がかかるが， きれいな字を書く。

・市販の文房具を使用している。

•他の技能系教科においては，主に普通の道具を使用して

活動に取り組んでいる。

・日常生活動作における速度は，学習集団のなかで遅いほ

うである。

•名前を呼ばれたときなど， ビクッと反応する。

②学習について（対象教科の指導を中心に）

・製図の活動における成果は優良であった。

・学習集団おける作業速度 C・D児＞＞A・B児。

・直角定規を材料にあわせることが難しい。

・定規の基準 (0mm) を材料にあわせるときに間違える

ことがある。

・手持ちののこぎりを使用している。

．のこぎりを正中で保持し，前後に動かすことができる。

．慎重に丁寧に作業に取り組む。

・図形の問題が苦手である。

・地図の読み取りに時間がかかる。

③生活面

・日常生活動作ADLは一部介助を要する。

・学習集団の中では控えめな性格であり，自発的，積極的

に発言する機会は稀である。

•そのため，わからないときでも一人で考え込んでしまう

ことがある。

・女生徒二名とともに行動することが多く，その時は少し

強気になる。

・ 2008年9月に手術入院をしている。

・自立活動の時間及びPTでは， クラッチによる歩行訓練

を行っている。

・小学校は地域の通常学校，通常学級に在籍していた。

(2)心理検査の結果

A児の WISC-illの結果を表 3に示す（検査日：平成

18年12月14日）。
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表3 WISC直の結果

言語性 動作性全検査 号ロ号n五ロ 知覚 注意 処理

(VIQ) (PIQ) (FIQ) 理解 統合 記憶 速度

(VC) (PO) (FD) (PS) 

100 I 60 I 
79 I 103 66 97 64 

(3)個別の指導計画における目標

表4にA児の個別の指導計画における目標を示す。

表4 個別の指導計画

長期 ・人とのかかわりや時間を意識し，見通しをもっ

目標 て状況判断する力を高める。

(3年 ・行動範囲を広げ，戸外で一人でも安全に行動で

間） きるようになる。

年間 ・時間の見通しをもって行動できるようになる。

目標 ・学年相応の学力を身につける。

基礎となるカ 知的学習力 生活学習力

目 時間や場面に応じ， 学年相応の学力 学校内外での

標 自分ででききること を身につける。 活動を通して

とできないことを把 各種検定の合格 経験の幅を広

握し，できることを を目指す。 げていく。

増やしていく。

(4) 自立活動の目標

A児の自立活動の指導の目標は，「心身が大きく変動

する成長期にあって， 1. 自分の身体の性質を知り，生

活の中での自己管理の力を高め，それを基盤として将来

に向けて生活力を広げられるように学習する。 2. 集団

に参加して気持ちを合わせて活動でき， 自分を成長させ

るように学習する。」である。

自立活動の時間においては，手足の感覚を磨く，ボデ

イイメージをつくる，姿勢や移動の運動をつくる，上肢

の動きをつくる， といった学習を通して，教科学習の場

面や生活の場面で活動しやすくする土台をつくることを

指導の方針としている。

(5)技術科の指導方針

以上から， A児の学習場面における困難さとして，姿

勢の崩れや動作の遅さに加えて，視覚的な情報処理が全

体的に苦手であることが考えられる。 A児は図形の問題

を苦手としていること，地図の読みとりに難しさがある

ことなどから，図形・記号のような抽象的刺激を見てと

らえることに難しさがあると考えられる。また，部分か

ら全体を見通したり，全体を部分に分けることにも難し

さがあると推察できる。さらに，授業場面で定規をもの

に当てるときにずれてしまう様子などから，視覚と運動

の協応も苦手であると考えられる。これらの難しさは心

理検査の結果からも裏付けられる。一方で，心理検査の

結果から，具体的な刺激の認知や，言語的な情報があれ

ば課題に取り組みやすいことが考えられる。

以上の結果から， A児の学習指導においては，手指の

巧緻性を考慮した使いやすい道具の活用や，視覚的な情

報処理の困難さを補うために色や濃淡をつけた図や資料

の活用，言語による継次的な指導などの手だて・配慮が

求められる。これらの手段を学習場面で有効に活用する

ことにより， A児の効果的な学習につながると考える。

（文責：大川原恒，松本美穂子）

2 本時について

(1)単元について

①単元名 「組み木の製作」

②単元設定の理由

1)教材観

市販の製品の多くは，木や金属，プラスチックなどの

立体物を材料として構成されている。（情報分野におけ

るプログラムなどのソフトウェアはこれに当てはまらな

い。）立体物を組み合わせるためには，幅，高さ，奥行

きの 3つの軸とその長さを意識して設計・製作をしなけ

ればならない。しかし，中学校 1年生段階の生徒は，紙

などの平面的な材料を使用して作品を製作した経験は多

いが，木や金属など，材料そのものが立体であるものを

使用して作品を製作した機会は少ない。立体物を材料と

した場合に平面的な材料を使用した考え方で製作してし

まうと，接合や組み立てがうまくいかない場面が出てく

る。とくに材料が重なり合う部分についてイメージする

ことが難しく，材料の長さの計算で失敗をする場面が多

しヽ。

今回教材として扱う組み木は，江戸時代に「知恵木」

と称して寺子屋で扱われていた立体パズルである。三本

組み木は完成時に幅・高さ・奥行きの 3つの軸を構成し

ている。それぞれの軸を意識して各パーツを回転させた

り移動させたりして組み立てなければ完成することが難

しい。生徒は平面の板材にけがきと加工を行い，決まっ

た手順に従って組み合わせ，組み木を完成させる。

加工には主にのこぎりとのみを使用する。材料一つ一

つの加工は単純な形であるが，組み合わせたときに隙間

が生じるようでは中の仕掛けが分かってしまい，組み木

としては具合が悪い。隙間なくびたりとはまる組み木を

完成してもらいたい。本教材は図面に従って決められた

寸法通りに加工する技術を身に付けるとともに加工を

通じて木目の特性に触れることをねらいとする。

また，対象コースの生徒はのみを初めて使用する。の

みを垂直方向と斜め方向に傾けてたたき，穴を加工して

いく。のみの使用により，特別支援学校に通う生徒が角

度と深さという概念について実体験を通じた学習が展開

できると考えている。

さらに平面の材料を加工して立体物を組み立てるとい

う活動を通じて，基本的な工具の活用を習得するのはも

ちろんのこと，立体の特徴について理解を深めることが

できるのではないだろうか。本分科会の骨子で取り上げ

ている 2次元から 3次元への展開の一例を，具体物とし
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て生徒に提示できる教材だと考えている。

2)生徒観

対象とする中学部第 1学年 Iコースは当該学年の各

教科の目標及び内容に準じた教育課程により指導するコ

ースである。本コースで学ぶ生徒は，いずれも入学選考

時の総合的な評価により，いわゆる準ずる教育課程によ

る指導が妥当と判断されている。

本コースには，脳性まひの生徒がA児を含め 3名在籍

している。脳性まひの生徒によく見られることとして，

図形を扱う学習を苦手とする点が挙げられる。苦手の度

合は生徒により異なるため，一概には言えないが，「図

形は苦手」という声をよく聴く。今回対象とする A児を

含む 3名も皆一様に「図形は苦手」という意識を持って

いる。

3)指導観

〇技術科としての指導観

様々な工具の使用を通じて，身の回りにあふれる木材

製品はどのような工具を使用して加工されているのかを

考える動機に繋がることを期待する。

また，木などの立体物を材料にするにあたって，これ

までの紙などの平面的な考えをもって製作したのでは不

都合が生じることに気づいて欲しい。そのためには， 3 

次元で構成されている基本的な立体の特徴を踏まえ，発

展問題としてそれらを組み合わせた場合，接合部分がど

うなるか， またどのような形ができあがるかを想像しな

がら学習活動を展開することが必要である。幅・高さ・

奥行きの概念が形成され，本教科に限らず様々な教科・

分野において立体や空間の特徴を捉えることに繋がるこ

とを期待している。

〇各教科， 自立活動への繋がりとしての指導観

算数・数学科，図画工作科，美術科等の教科において

学習している様々な立体物の表示・表現方法との関連に

配慮しながら学習を展開する。数学では立体図や展開図，

美術科では透視投影を学習する。本教科では平行投影で

あるキャビネット図，等角図を学習する。互いの特徴と

表現されている図の意味を理解し， 日常生活にあふれる

様々な図を理解できる応用力を身に付けたい。

また，本分科会を構成する理科，社会科，家庭科の教

科書にも立体図や平面図が多く記載されている。前述の

通り生徒の多くは，教科書の平面図や立体図の知識・理

解において難しさを抱えている。そのことは技能場面に

も影響を及ぽし，材料の長さを測るときに定規をどこに

あてればよいのか分からない，定規のH盛りが読みとれ

ないなどの難しさが見られたりする。しかしこれらの学

習が積み重なっていない部分を各教科の時間において指

導すると，教科本来の学習内容を進めることが難しくな

ってしまう。各教科の教員は学習内容を展開するために，

日々，様々な代替手段や教材の工夫を検討している。

立体物や空間の様子を立体図や平面図として描写する

ことは，情報伝達手段として頻繁に用いられている。本

教科の指導より，製図の観点からの図の理解はもちろん

のこと，各教科の学習場面における図の理解の礎になれ

ばと考える。

(2)本時の目標

製作品の構想の表示方法を知り，製作に必要な図や線

を材料にけがくことができる。

(3)本時の展開

表 5に本時の展開を示す。

表5 本時の展開

時間 学習活動 手だて・配慮

導入 〇組み木の説明を受ける 事前に同一の組み

(7) ー指名された生徒が分解する 木を学級に置いて，

ー指名された生徒が組み立てる 生徒が遊び慣れ親

〇プリント部品図．プリント部 しむ環境を設定し

品図（寸法），材料を配布 ている（先行経験）

〇配布されたプリントから．材

料にどのようにけがけばよいか

考える。

〇設計図を配布する

〇設計図をよみとり，材料にけ

がきはじめる。

展開 縦方向の線を引く 図面の読み取りが

I さしがね，定規を使って線を引 難しい生徒には，

(15) ＜ プリント Aを配布。

①基準面を決める それでも難しい生

②端から印を付ける 徒はプリント Bを

③差し金，スコヤ，治具を使用 配布し，プリント

して，基準面に対して垂匝な線 の見方について説

を引く 明する

④こばに線を引く ②差し金が使いに

⑤裏面に線を引く くい生徒は定規を

⑥きりしろを塗りつぶす 使用する

③④差し金，スコ

ヤなどの直角定規

が使いにくい生徒

は，治具（図 2)

を使用する

展開 けびきを使って線を引く けびきの使い方の

2 ①表面に線を引く 説明

(10) ②裏面に線を引く 図面の読み取りが

難しい生徒には，

プリント Cを配布

まと 〇設計図通りに線が引かれてい 厚紙で作った，設

め るか確認をする。 計図から切り抜い

(5) ープリント完成図配布 た図を使用する

ー設計図と材料を見比べる

ー設計図から切り抜いた図を，

材料に重ねて比べる。

0どのような道具を使って， ど

のように加工するかを考える。
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片付 10使ったエ具の片付け

け 〇掃除

(3) 

工具置き場を教卓

上に設置する

(4)本時における A児の予想される困難

表 6に本時における A児の予想される困難を示す。

表6 A児の予想される困難

予想され
背景にある要因

工夫しうる手だて

る困難 ・配慮

直角定規 ●位置関係が把握でき ●ゆっくり書かせる

を正しく ない ●目印や治具の活用

当てるこ ●手指の巧緻性により， ●動き方を身体でガイ

とが難し 定規を狙い通りにあわ ドする

Vヽ せることが難しい ●指さしなどの目の運

びを手伝うガイド

図面・寸 ●部分と全体が上手く ●縦に引く線（プリン

法線の読 把握できない トB) と横に引く線

み取り ●プランニングがうま （プリント C)に分け

くできない た図面を使用する

●プリント B→プリン

トCと継次的な流れで

作業をする

●線の長さやバランス，

組み合わせ等言語化し

て覚える

わからな ●消極的な性格 ●教員からの声掛けで

いときに ●何がどのようにわか 質問を引き出す

質問する らないのか，文章を組 ●A児が一度に話す量

ことがで み立てて説明すること を考慮して，質問する

きない が難しい

●吃音（連声型）を気

にしている

(5)準備物

プリント，さしがね，スコヤ，金尺，治具，けひき

特製スコヤ（図 2)…材料と同じ板厚なので安定しやす

い。材料に接する面に色を塗っているので離れていると

きに視認しやすい。

プリント部品図①…キャビネット図

プリント部品図②…プリント部品図①に寸法を記入

プリント設計図…正面図，平面図で構成

プリント A （図 3)…プリント設計図を色塗り

プリント B （図 4) …縦の線（直角定規を使用して引く

線）及び，端からの距離を表示

プリント C （図 5) …横の線（けびきを使用して引く

線）を強調して表示

プリント D （図 6)…消去する線，完成図を表示

※太字は手だて，配慮によるもの

図2 特製スコヤ

プリント A

図3 プリント A

" "'"' 
プリン l9 ビ~:

図4 プリント B

けひきで弓｝ ＜緑

フリント

図5 プリント C
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図6 プリント D

(6)成果と課題

作業手順を細分化したプリントを使用することで，

つ一つの作業手順を明確化し，集中して取り組みやすく

なった。しかし，プリントの枚数が多くなったことで机

上が煩雑になってしまったことが反省としてあげられる。

また，一つ一つの手順が独立して分断されるのではなく，

それぞれの手順が連なることによって一つの作業を行っ

ていることを学習してもらいたい。

肢体不自由児の場合，生活の中で単独での行動範囲

が広がると，図面の把握ができるようになることがあ

る。それまで保護者等の介助によって移動していた場所

を自分の意思や判断のもとで移動することによって平

面や空間に対する認知能力が発達してくるのだろう。ま

た，本稿であげた教科における困難は，技能系教科以外

の理科や社会など他の教科学習でも，学習上の困難とし

てあげられている。他教科・領域と連携し，学校生活の

様々な場面においてこれらの困難を改善する取組と成果

が今後も期待される。

（文責：大川原恒）

皿まとめと今後の課題

今年度の研究では，平面に描かれた立体や空間を具体

的にイメージすることに難しさのある子どもに対する指

導において，有効な手だてとはどのようなものか検討し，

以下のように整理された。

〇具体物を用いて，実際に触れたりなぞったりしながら

確かめる。

〇上下・左右などの位置関係をとらえやすくするため，

基準を明確にする。

〇色や濃淡をつけて区別（区分）を明確にする。

〇不要な情報をカットするなど情報量を調節し， シンプ

ルで見やすい形にして提示する。

〇言語・聴覚的な情報を用いて手順や関係などを説明し，

視覚的な情報を補う。

また，これらの手だての有効性を技術科の授業を事例

に検証した。

本稿では主に技術科の学習における困難に焦点をあて

て述べたが同じような学習上の困難は他の教科や生活

場面でも見られる。今後は他教科や自立活動とも関連

させながら， より効果的な指導を実現していくことが課

題となる。

（文責：大川原恒，松本美穂子）
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